
二十四節気 立 秋 りっしゅう –秋の気配を感じる頃

暦の上ではこの日が暑さの頂点となります

真保さんの田んぼ コシヒカリも出穂しました

ドローンでコシヒカリの防除

新潟県では一昨日から雨が降っています。
昨日は大雨で、新潟市中央区の沿岸の道路では、冠水した箇所もありました。
明後日、土曜日は晴れる予定ですが、それ以降はずっと雨マーク。
作物にとって恵みの雨となってくれるでしょうか。
これまでの猛暑と違い、雨が降ってくれると気温も下がり涼しく感じます。
最高気温が30℃を切ると体感がだいぶ変わってきます。

◎◎ コシヒカリ出穂 ◎◎

コシヒカリの出穂が進んでいます。
今月の3日、4日にコシヒカリが出穂したよと
農家さんから連絡が来ました。
近所の農家さんは、ドローンでコシヒカリの防除を
されていました。

出穂してから、実りが進む2週間は、品質を左右
する大事な期間となります。
フェーン風、高温、日照不足等、無ければいいの
ですが。



早生品種は、穂が垂れてきています。
だんだんと色をつけ始め、早ければあと2週間ほどで、刈り取りが始まります。
昨日伺った生産法人の方も、うるち米の早生品種、「つきあかり」の刈り取り、
「23日くらい 遅くても25日あたりに始めないとかなぁ」と言っておられました。

先日、当社から車で10分程の新潟市西蒲区の旧中之口村の地域で、
既に刈り取りを終えた圃場を見かけました。
この地域の生産法人が、うるち米の極早生品種の五百川を作付している
圃場です。
毎年、この地域でお盆前に刈り取りを終えた五百川の圃場を見ると、
もうすぐ集荷が始まるなと気合が入ります。
お盆休みリフレッシュして、エネルギーを蓄えたいと思います。

今年も怪我無く、1年で1番忙しい秋を乗り切れるよう、全社員力を合わせて
頑張ります。

早生品種の「つきあかり」 穂が垂れてきました 刈り取りを終えた「五百川」の圃場

雨雲にかすむ今日の「弥彦山」と「角田山」


